


「暑中環境下におけるコンクリートのスランプの継時変化・凝結特性に関する

混和剤の試験方法（案） (JSCE-D 504) 」 による試験結果例

◆プラント添加型混和剤

項目 判定基準 シーカビスコフロー 155 Rsure シーカビスコフロー 705 Rsure

練り混ぜから60分後のスランプ低下量 6cm 以内 4.0 cm 2.0 cm

練り混ぜから60分後の空気量の変化量 ±1.5% 以内 +1.0% +0.1%

貫入抵抗値が 0.1N/mm2に達する時間 練り混ぜから 3.5時間以上 3時間40分 4時間20分

凝結の始発 練り混ぜから 12時間以内 5時間25分 5時間40分

【測定値】

種別 混和剤
使用量

(C X %)

経過時間

(分)

スランプ

(cm)

空気量

(%)

コンクリート

温度 (℃)

凝結時間（時：分）

(N/mm2)

始発

0.1 0.5 1.0

プラント添加型

シーカビスコフロー 
155 Rsure

1.1
0 15.0 4.9 36

3:40 4:25 5:00 5:25
60 11.0 3.9 36

シーカビスコフロー

705 Rsure
1.2

0 14.0 4.0 36
4:20 5:00 5:20 5:40

60 12.0 3.9 36

試験条件： 環境温度 36±2℃、W/C=53.0%、s/a=46.0、W=170kg/m3

◆別途添加型混和剤

項目 判定基準 シーカビスコフロー 355 Sure

練り混ぜから60分後のスランプ低下量 6cm 以内 1.5 cm

練り混ぜから60分後の空気量の変化量 ±1.5% 以内 +0.8%

貫入抵抗値が 0.1N/mm2に達する時間 練り混ぜから 3.5時間以上 3時間50分

凝結の始発 練り混ぜから 12時間以内 5時間20分

【測定値】

種別 混和剤
使用量

(C X %)

経過時間

(分)

スランプ

(cm)

空気量

(%)

コンクリート

温度 (℃)

凝結時間（時：分）

(N/mm2)

始発

0.1 0.5 1.0

ベースコンクリート
シーカポゾリス 

15 SR
1.2

0 14.0 4.8 36 ー ー ー ー

10 10.0 3.9 36 ー ー ー ー

別途添加型
シーカビスコフロー

355 Sure
0.3

10 12.5 4.2 36
3:50 4:35 4:55 5:20

60 12.5 4.0 36

試験条件： 環境温度 36±2℃、W/C=53.0%、s/a=46.0、W=170kg/m3


